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家鷄肝細胞ニ於ケルGolgi氏 装置ノ發生學的研究

岡山醫科大學解剖學教室(主 任八木田教授)

深 井 昇 平

[昭 和14年9月8日 受 稿]

第1章 緒 論 及 ビ 文 獻

細 胞 ノ機 能 ヲ諭ズ ル ニ當 リ,其 ノ原形 質 内ノ顆

粒ハ最 モ屡 々研 究 ノ對 照 トセ ラ レ,從 ツテ古來 種

種 ノ顆粒 ヲ發見 考究 セ ラ レタ リ.Golgi氏 装 置 モ

亦其 ノ1ニ シテGolgi氏 ニ ヨリテ1898年 發見 セ

ラ レテ ヨ リ種 々ノ細 胞 ニ就 テ研 究セ ラ レ今 日尚 ホ

其 ノ本體 ハ尚 ホ不明 ナル モ其 ノ消 長ハ細 胞機能 ト

密接 ナル 關係 ヲ有 スル事 明カ ニセ ラレタ リ.斯 ノ

如 キ状 態 ニ於 テGolgi氏 装置 ノ本 體 ヲ究 メル ガ爲

メニハ之 ガ發生 機轉 ノ追究 モ亦重 大 ナル意義 ヲ有

スルハ論 ヲ俟 タザル所 ナ ルモ,コ ノ點 ニ關 シテハ

未 ダ比較 的識者 ノ注 目 ヲ受 クル ニ到 ラズ其 ノ業 績

ノ極 メテ寥 々 タルハ誠 ニ奇異 ノ感 ヲ抱 カ シムル所

ナ リ.今 其 ノ古 今 ノ業績 ノ主ナル モ ノ ヲ列擧 セ ン

ニ先 ヅGolgi氏(1900)ハ 牛 ノ神經 細胞 ニ於 テ本装

置 ハ年 齡 ノ進 ム ト共 ニ發 育 スル ヲ認 メ,Smirnow

(1901) 4箇 月 ノ人 胎兒 ノ神 經細 胞 ニ本 装置 ヲ發見

シ タル ヲ記 シ,Sjovalls (1906)孵 化後4-16日 ノ

牝 鷄胎兒 ニ就 テ其 ノ中胚葉 細胞 及 ビ神經 細胞 ニ本

装置 ヲ發 見 セ リ.Biondiハ 牝鷄 胎兒 ノPlexus

chorioideus 被 覆細胞 ニ コノ装 置アル ヲ發見 シ,其

ノ他Marcora (1911), Fananas (1912), Beren-

berg-Grosslar (1913), Deinekas (1914)等 ノ業

績 ア リ.本 邦 ニ於 テハ 田中氏(昭.3)ハ 生後2時

間及 ビ6日 ノ家兎 ニ就 テ神經 細胞,肝 細胞 其 ノ他

ノ紬 胞 ニ就 キGolgi氏 装置 ヲ檢索 セ リ.然 レドモ

以 上諸 家 ノ業 績 ヲ觀 ル ニ何 レモ斷片 的研究 ニ止 マ

リ其 ノ發生及 ビ發育 ニ關 シテ系統 的檢 索 ヲナ シタ

ル モ ノニ非ズ.茲 ニ於 テ我 教室菅 氏 ハ曩 ニ家兎 及

ビ家 鷄 ニ就 キ其 ノ脊 髓神經 節細 胞,脊 髓 前 角細胞

甲状腺 竝 ニ腎細胞 ニ於テ 發生 學的 系統 的研究 ヲ試

ミ,以 上諸 細胞 ニ 於 ケ ル 本装 置ハ 初 メDiffuser

Typusト ナ リテ 現 ハ レ胎 兒 ノ發 育 ト共 ニ發 育 シ

Komplexer Typusヲ 現ハ スモノ ナル事 ヲ述 ベ タ

リ.然 レ ドモ肝細胞 ノGolgi氏 装 置 ノ發生學 的研

究ハ遺 憾乍 ラ未 ダ何 等認 ムベキ業績 ヲ有セザ ル状

態 ニ在 リ,果 シ テ先 人 ノ述 ブル ガ如 クGolgi氏 装

置 ガ細 胞機能 ト密接 ナル關係 ヲ有 ス トセバ コノ問

題 ヲ追 究 スル事 ニ ヨ リテ胎兒 期 ニ於ケ ル肝細 胞 ノ

機能 的意義 ヲ推 定 シ得 テ 甚 ダ興味 深 キ モ ノ ト信

ズ,殊 ニ肝 細胞Golgi氏 装 置 ガ肝糖原 質 ト其 ノ消

長 ヲ共 ヨス トノ先輩 諸家 ノ業績 ト余 ガ曩 ニ實驗 發

表 セル 成績 トヲ合 セ考 フル ニ,一 定 ノ卵黄 ニヨ リ

テ胎兒 期榮養 ヲ支給 セ ラル ル家 鷄胎兒 ノ肝細 胞 ニ

於 テハ肝 糖原 質貯藏行 ハ ルル ヤ否ヤ,且 如何 ナル

時 期 ヨリ出現 シ得 ル モ ノ ナ リヤ.カ ナル疑 問 ヲ

Golgi氏 装 置 ノ檢 索 ニ據 リテ間接 出推定 スルハ極

メテ意義 有ル事 ナル ベ シ.因 ツテ余ハ最 近 コノ問

題 ヲ研究 シ些 カ得 タル所 アル ニ ヨ リ此處 ニ報告 セ

ン ト ス.

第2章 實 驗 材 料 及 ビ 實驗 方 法

研究材 料 トシテハ 家 鷄胎 兒 ヲ用 ヒ,Golgi氏 装

置 顯 出法 トシテハ カハ ール氏「ウ ラン銀」法 ヲ用 ヒ

タ リ.然 レ ドモ肝原基 ハLeberbuchtノ 状 態 ニ於

テハ其 ノ細胞 極 メテ不 明瞭 ニシ テ本 研究 ノ目的 ニ

沿 ヒ難 キ ガ故 ニ孵 卵後4日 ノ胎 兒 ヨ リ本研 究 ノ對

照 トナシ,脱 殼 後迄 ノ過程 ヲ追究 セ リ.
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第3章 實驗 成 績

1. 孵 卵4日 胎兒 長徑5mm:胎兒 外形 ハ脊

背彎 曲著 明ニ シテ全體 トシテ半 圓形 ヲ呈 シ,中腦

隆 起著 明 ナ リ.四 肢ハ體1側 ニ其 ノ初 兆 ヲ現ハ ス.

終腦 ハ左右大腦 半球 ヲ生 ジ,視 器 ハ網膜ニ 色 素 ヲ

生 ズ.聽 器 ハ聽 胞 内淋 巴管 ヲ形成 ス.胃 原基 ハ横徑

ヲ増 シテ正 中線 ヨリ少 シク 左 側ニ 偏 シ,膵 ハ腹

背原 基 ヲ現ハ シ僅 ニ分岐 ス.コ ノ時 ニ當 リ肝細胞

ハ 極 メ テ僅ニ 細 胞索 ヲ形 成 シ,コ ノ内ニ 於 ケル

Golgi氏 装置 ハ微細 ナル 塵埃状 ヲ呈 シ テ細 胞周縁

部ニ 不規 則ニ 散 在 シ,其 ノ形状 及 ビ排 列 ノ状ニ 一

定 ノ通則 ヲ認 メ得 ズ.即 チ肝細 胞 ニ於 ケ ルGolgi

氏装 置ハ未 ダ定型 的形態 ヲ示 サ ズ 所謂Diffuser

Typusヲ 現 ハ シ テ 主 トシ テ細 胞周邊 部ニ 存在 ス

(Fig. 1).

Fig. 1. (擴 大7×D.D. K.L. 30)

2. 孵 卵5日 胎兒 長徑9.5mm:胎兒 ノ脊背

彎曲一層著 明 トナ リ,尾 端 ハ頭部ニ 接着 セ ン トス

ル ノ状 ヲ呈 シ,中腦 隆 起益 々突 出 シ,體 側 ニ於 ケ

ル四肢 ノ原基 一層著 明 トナル.聽 器 ハ三 半規官 原

基 ヲ生 ジ,聽 神經 又 著明ニ 現ハ ル.視 器 ハ著 明 ト

ナ リ視神經 ヲ現 ハ シ.胃 原基 ハ横徑 ヲ増 シ,正 中

線 ヨリ左方 ニ轉 位 シ,背 膵原基 ハ益 々分岐 シ,腹

膵原基 モ發 育分岐 スル モ未 ダ兩者 合一 セ ズ.肝臟

ハ細胞 索稍 々著明 ニ發 育 シ,中 ニ多數 ノ血球 ヲ藏

ス.コ ノ際ニ 於 ケル肝 細胞 内Golgi氏 装置 ハ未 ダ

塵埃 状 ヲ呈 シテ細胞 周邊部ニ 散 在 シ,其 ノ形極 メ

テ不 定 ナ リ(Fig. 2).

Fig. 2. (擴 大7×D.D. K.L. 30)
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3. 孵 卵7日 胎兒 長徑14mm:胎兒 ハ頭部

ノ發 育著 明ニ シ テ中腦 ノ膨 隆著 シキノ ミナ ラズ終

腦ノ膨 隆 ヲ現ハ ス.2項彎 曲 ヲ現 ハ シ胎兒 ハ一層

腹方ニ彎 曲 シ,尾 部ハ 頭端ニ 接觸 シ,胎 胞外方ニ

稍々突 出 ス.體 側ニ 於 ケル 四肢ハ益 々發 育 シテ其

ノ長 サ ヲ増 加 シ且其 ノ末端 膨隆 ス.聽 器 ニ於 テハ

三半規 管發 育 シ,視 器 ハ虹彩 原基 ヲ生 ズ.胃 原基

ハ一層 大 トナ リ,既ニ 前 階梯ニ 比 シ90° 左方ニ 廻

轉シ,且 胃腺 ノ初 兆 ヲ現 ハ ス.膵 原基 ハ背腹兩 原

基 トモニ 分岐 シ,且兩 者相 融合 ス.コ ノ期ニ 於 ケ

ル肝 ハ益 々發育 シ其 ノ細胞 索著 明 トナル.而 シテ

肝 細胞 ノGolgi氏 装置 ハ其 ノ粒子 ノ大 サ少 シク増

大 スル モ未 ダ不規 則 ナル塵埃状 ヲ呈 シテ尚 モ細胞

境界 不明 ナル肝細 胞 中ニ雜 然 ト散 在 ス(Fig. 3).

Fig. 3. (擴 大7×D.D. K.L. 30) .

4. 孵 卵8日 胎兒 短徑16mm:胎兒 外 形前

階 梯ニ 類 似 ス,サ レ ド胎胞 ハ一 層外方ニ 突 出 シ,

四肢 ハ一層發 育 シテ四肢 トシテ ノ形態 ヲ稍 々整 ヘ

ン トス.視 器,聽 器共ニ 益 々發 育 シ涙鼻 管鼻腔ニ

達 シ,〓 嚢 原基 ヲ現 ハ ス.胃 原基 ハ益 々發 育 シ,

胃腺ハ發 育 ス.膵 原基 モ益 々發 育 シ複雜ニ 分岐 ス

コ ノ期 ニ於 ケル肝 細胞Golgi氏 装置 ハ少 シク増 大

シ,且 其 ノ装置 形素ハ小 球状顆 粒 トナ リテ肝 細胞

周邊部ニ 多 ク散在 シ,核 ノ周vニ ハ殆 ド認 ムル事

ヲ得 ズ(Fig. 4).

Fig. 4. (擴 大7×D.D. K.L. 30)
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5. 孵 卵9日 胎兒 長徑17.3mm:胎兒 ハ體 ノ

發育稍 々進行 シ,頭 部 トノ釣合 ヲ保 ツニ 到 リ,項

彎曲少 シ ク延 ビテ嘴 ノ初 兆 ハ前肢ニ 接觸 ス.四 肢

ハ 良 ク發 育 シテ前 肢ハ其 ノ尖 端扁平 トナ リテ翼状

ヲ呈 セ ン トス.胃 原基 ハ極 メテ良ク發 育 シテ其 ノ

大 サ ヲ増 シ,胃 腺 ノ原基 次 第ニ發 育 ス.膵 ハ一層

複雜ニ 分岐 シ,膵臟 原 基ハ膨 隆 ス.コ ノ時ニ 於 ケ

ル肝細 胞索 ハ極 メテ複雜 トナ リ.其 ノ内 ノGolgi

氏装 置ハ其 ノ粒子 大 トナ リ,且 圓 形顆 粒 トナ リテ

本來 ノ肝細 胞Golgi氏 装置 ノ状 ヲ呈 シ,細 胞 ノ毛

細血 管 ニ面 スル所 ニ集 リテ現 ハ ル,然 レ ドモ未 ダ

其 ノ數極 メテ少數 ナ リ(Fig. 5).

Fig. 5. (擴 大7×D.D. K.L. 30)

6. 孵 卵10日 胎兒 長 裡21mm:胎兒 外形 ハ

前階梯 ノモ ノニ類 似 スル モ,前 肢 ハ翼状 ヲ呈 シ,

後 肢 ハ固有 ノ形態 ヲ現 ハ ス.嘴 ハ 一層發 育 ス.胃

原基 ハ一層發 育 シテ筋 層 ヲ現ハ シ,後 腎ハ良 ク發

育 ス.肝 細胞 ニ於 ケルGolgi氏 装 置ハ球 形 ノ稍 々

大 ナル粒 子 トナ リテ細 胞 周邊部ニ 散在 シ,前 階 梯

ニ比 シテ 一層増數 増 大 シ,且數 箇融合 シテ一 層大

ナ ル多 角形 ヲ呈 セル モノ ヲモ認 ム(Fig、6).

Fig. 6. (擴 大7×D.D. K.L. 30)
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7. 孵 卵11日 胎兒 長徑24mm:胎兒 項彎 曲

伸 展 シテ頭部 ハ體 ノ何 レノ部 ニモ接觸 スル コ トナ

ク,嘴 ハ大 トナ リ,尾 ハ ヨク發 育 ス.體 ノ背部ニ

於 テハ羽毛 根 ノ隆起 ヲ現 ハ ス.肝 細胞Golgi氏 装

置 ハ一層 大 ナル粒 子 トナ リテ細 胞周 邊部 ニ散 在 ス

(Fig. 7).

Fig. 7. (擴 大7×D.D. K.L. 30)

8. 孵 卵12日 胎兒 長徑30mm:胎兒 ハ項彎

曲完全 伸展 シ,胎 胞大 キク外方 ニ突 出 シ,四 肢ハ

固有 ノ形態 ヲ現 ハ ス.體 ノ表面 ハ腹部 ヲ除 ク其 ノ

大 部分 ニ於 テ羽毛 根 ノ隆 起 ア リ.コ ノ時期 ニ於 ケ

ル肝細 胞ハ其 ノ境 界極 メテ判然 トナ リ,其 ノ内ニ

於 ケルGolgi氏 装 置モ増數 シテ細 胞 周邊部 ニ散 在

スル モ殊 ニ細 胞 ノ血 管毛 細管 ニ面 スル側及 ビ膽毛

細管ニ 接 スル側ニ 多 ク存 在 スル ヲ認 ム.

9. 孵 卵13日 胎兒 長徑27mm:胎兒 ハ既 ニ

全 身 ニ疎 ニ羽 毛 ヲ生 ジ,成體 ノ體 形 ニ類似 ス.コ

ノ時期 ニ於 ケル肝 細胞 ハ細 胞索極 メテ複雜ニ發 育

シ,細 胞 ノ境界又 判然 タ リ.而 シテ肝細 胞ニ 於 ケ

ルGolgi氏 装置 ハ顆 粒 状 ヲ呈 シテ細胞 周邊 部 ニ散

在 シ,殊ニ 血管毛 細管 ニ接 スル側 ニ於 テ多數 現ハ

レ,就 中數 箇相融 合 シ テ不定形 ヲ呈 スル モ ノ ア

ル モ前階 梯 ノ モ ノニ 比 シ テ數 及 ビ大 サ大差 ナ シ

(Fig. 8).

Fig. 8. (擴 大7×D.D. K.L. 30)
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10. 孵 卵15日 胎兒 長徑30.5mm:胎兒 全身

ノ羽毛 一層 密 トナル.肝 細 胞Golgi氏 装置 ハ前階

梯 ノモ ノ ヨ リ少 シク増數 シテ主 トシテ細胞 周邊部

ニ散在 シ,殊ニ 血管 毛細管ニ 面 スル側ニ 多 ク現 ハ

ル(Fig. 9).

Fig. 9.(擴 大7×D.D. K.L. 30)

11. 孵 卵17日:肝 細胞Golgi氏 装置 ハ其 ノ形

素顆 粒稍 々増數 シテ細 胞 中 ニ不規 則 ニ存 在 ス.然

レドモ其 ノ多ク ノモ ノハ細 胞 周邊部ニ 相 集 リテ位

置 スル ヲ認 ム(Fig. 10).

Fig. 10.(擴 大7×D.D. K.L. 30)

12,生 後1日:肝 細胞ニ 於 ケルGolgi氏 装置

ハ其 ノ顆 粒 ノ數 及 ビ大 サ 前階 梯ニ 比 シ テ大 差 ナ

ク,粗 大 ナ ル顆粒 極 メテ不 規則ニ 胞體 内ニ 散 在 ス

(Fig. 11).
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Fig. 11.(擴 大7×D.D. K.L. 30)

第4章 總 括竝 ニ 考 按

茲ニ於 テ余 ノ實驗 成績 ヲ總括 スル ニ家鷄 胎兒 肝

細 胞Golgi氏 装 置ハ 既ニ孵 卵第4日ニ 於 テ 現ハ

レ,所 謂Diffuser Typusヲ 呈 シ テ微 細 ナル塵埃

状ノ装置 形素 主 トシテ細胞 周邊部ニ 現 ハル.斯 ク

シテGolgi氏 装置ハ孵 卵 日數 ノ經 過 ト共 ニ増數,

増大 シ,不 定 形塵埃状 ナ ル装 置形 素 モ次 第ニ 形態

ヲ整 ヘ,孵 卵第8日 ニ到 レバ小球状 ノ顆粒 トナ リ,

細胞 周邊 部 ニ散 在 シ,而 モ一般ニ 血管 毛 細管ニ 面

スル1側 ニ於 テ多 ク存 在 ス.即 チ孵 卵第8日 ニ シ

テDiffuser Typusヨ リKomplexer Typusニ 移

行 ス.以 上 ノ如 ク シテKomplexer Typusヲ 現 ハ

セ ルGolgi氏 装 置 ハ羽 毛 ヲ發 スル頃,即 チ孵 卵第

11日 頃迄ハ 益 々増數,増 大 スル モ,羽 毛 ヲ發生 シ

初 メテ ヨリハ 同装置 ノ發 育 ハ緩 漫 トナル,然 レ ド

モ孵 卵末期 即 チ孵 卵第17日 頃 ヨ リ其 ノ排 列 ノ状

ヲ異ニ シ細 胞周邊 部 ノ ミニ存 在 セシ装置ハ コノ頃

ヨ リ細 胞體 中ニ瀰 漫性 ニ散 在 スルニ 到ル ヲ見 ル.

今茲ニ 文獻 ヲ按 スルニ 胎生期ニ 於 ケル諸 種 ノ細

胞 ノGolgi氏 装置 ハ早期ニ 於 テハDiffuser Typus

ヲ呈 シ.末 期ニ 到 レバKomplexer Typusヲ 呈 ス

ルハSmirnow (1901), Sjovall (1906), Biondi

(1911), Marcora (1911), Fananas (1912),

Berenberg-Grosslar (1913), Deinekas (1914)等

ノ諸氏 ノ齊 シク認 ムル所 ナ リ.而 シテHirschler

(1918)ノ 軟體 動 物ニ 於 ケル精細 ナ ル 研 究ニ 見 ル

モ分裂 期 ニ於 ケ ル總 テノBlastomerenノGolgi

氏装置 ハDiffuser Typusヲ 呈 シ,Larvenstadium

ニ到 リテ多クノ 細胞 ノ同装置 ハKomplexer Ty-

pusヲ 呈 スル ヲ認 メタ リ.Ran-Ludfordハ 又成 長

盛 ナル細胞ニ 於 テハ成長緩 漫 ナル細胞ニ 於 ケル モ

ノニ比 シ速ニKomplexer Typusヲ 備 ヘル モ ノ

ナル コ トヲ述 ベ タ リ.又 田 中氏 ハ 出生 當時 ノ鷄 ヲ

檢シテ所謂Diffuser Typusハ 認 メ得 ザル モ装置

極 メテ簡單 ナル ヲ述 ベ タ リ.菅 氏 モ家 兎及 ビ家鷄

胎兒 ニ於 テ種 々細胞ニ 就 キ研究 シタルニ 胎 生初期

ニ於 テハDiffuser Typusヲ 呈 シ,其 ノ末 期ニ 到

レバKomplexer Typusヲ 呈 スル 事 ヲ記載 セ リ.

余 ノ實驗 成績ニ 於 テ モ 家鷄 胎兒 肝 細胞ニ 於 ケ ル

Golgi氏 装 置 ハ胎生初 期ニ 於 テハDiffuser Typus

ヲ呈 シ,孵 卵第8日ニ 到 リテKomplexer Typus

ヲ現ハ ス.即 チ細 胞分 裂増 加 ノ著明 ナル胎 生初期

ニ於 テハDiffuser Typusヲ 現 ハ シ,肝 細胞 ノ構

造稍 々整 フルニ 到 リテKomplexer Typusニ 移行

シ,爾 來 羽毛發 生期迄 速ニ増數,増 大 スル モ,羽

毛發 生後 ハ其 ノ増數稍 々緩 漫 トナル ガ如 シ.

60



家鷄肝細胞ニ於ケルGolig氏 装置ノ發生學的研究 1829

以 上 ノ成績 ヨ リ接 ズル ニ肝 細胞ハDiffuser Ty-

pusノGolgf氏 装 置 ヲ現ハ ス發生 ノ極 メテ初 期 ヨ

リ僅 ニ其 ノ機 能 ヲ發 スル モ ノ ナ ル ベ ク,Kom-

plexer TypusノGolgi氏 装置 ヲ現 ハ ス孵 卵第8

日 ヨリ明 カニ其 ノ機 能 ノ存 在 ヲ認定 シ得 ル モノ ト

ス.斯 ク シテ羽 毛發 生 ノ頃 ニ到ル迄Golgi氏 装 置

ノ發 育旺 盛 ナルハ肝 細胞 ハ コノ期 間 ニ於 テ益 々進

化 スル ト共 ニ肝 細 胞 中糖 原 質含量 ノ次第 ニ増 加 ス

ル ヲ推 定セ シ ムルモ ノ ニシテ,而 シテ羽 毛發 生後

ニ於 テGolgi氏 装 置 ノ發育稍 々緩漫 トナルハ コノ

期 ニ於 テハ 胎兒 ノ發育 特 ニ旺盛 ニ シテ且諸器 管 ノ

分 化 又頓 ニ増 大 スル ガ故 ニ肝糖原 質 ノ貯藏 ノ多 キ

ヲ加 フル ヲ得 ザル状態 ニ在ル ガ故 ナ ルベ シ.

第5章 結 論

1. 家 鷄胎 兒肝細胞 ニ於 ケルGolgi氏 装 置ハ孵

卵第4日 ニ於 テ既 ニDiffuser Typusヲ ナ シテ塵

埃 状 ヲ呈 シテ細胞 周邊部 ニ現 ハル.

2. 其 ノ後個體 ノ發育 ト共 ニ次 第 ニ増數,増 大

シ,孵 卵第8日 ニ到 レバKomplexer Typusニ 移

行 シ,小 球 状,顆 粒 トナ リ細 胞周 邊部 ニ集 ル.

3. 斯 ク シテ,爾 後 モ,個 體 ノ發育 ト共ニ次 第

ニ増 數,増 大 スルモ,羽 毛 ノ初兆 ヲ現 ハ ス孵 卵第

11日 以後 ハ其 ノ増 數緩 漫 トナル.

擱筆 スル ニ當 リ,終 始御 懇篤 ナル御 指導 ト

御 校閲 ヲ賜 ハ リタル恩師 八木 田教授 ニ滿 腔 ノ
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Uber die Entwicklung des Golgiapparates in den Leberzellen
beim Huhnerembryo.

Von

Shohei Fukai.

Eingegangen am 8. September 1939.
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Uber die physiologische Bedeutung des Golgiapparates gibt es zwar schon viele 

Angaben, aber uber die Entwicklung desselben sind, soweit mir bekannt ist, nur einige 

wenige zu finden. In der betreffenden Arbeit handelt es sich um die Untersuchungen 

des genannten Apparates in der Leberzellen mittelst der Cajal'schen Uransilbermethode

beim Huhnerembryo. Die Resultate, zu denen wir gelangt sind, sind folgende:

1) Am 4. Tage des Brutens kommt der Golgiapparat erst in der Peripherie der 

Leberzellen diffus als feine staubartige Kornchen zum Vorschein, welche mit der Zeit an 

Zahl zunehmen, zugleich ineinander fliessen und grosser werden. 

2) Vom 8. Tage an treten die Formelemente des Apparates kugelig geformt zutage 

und zeigen die Neigung einen komplexen Charakter anzunehmen, indem sie sich nahe den 

Blutkapillaren lagern. Wenn die Federn nun zur Entwicklung kommen, so pflegt der 

Golgiapparat in seiner Entfaltung einigermassen eingeschrankt aufzutreten und wird 

wieder allenthalben in den Leberzellen diffus angetroffen. (Autoreferat)
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